
年間スケジュール 2023 年主な戦績部の概要・活動内容

4 ⽉： 兵庫学⽣陸上競技対校選⼿権（兵庫インカレ）
5 ⽉： 関⻄学⽣陸上競技対校選⼿権（関⻄インカレ）
6 ⽉： ⻄⽇本学⽣陸上競技対校選⼿権（⻄⽇本インカレ）、⽇本選⼿権、

⽇本学⽣個⼈選⼿権
7 ⽉： 各都道府県選⼿権
8 ⽉： 各都道府県選⼿権
9 ⽉： ⽇本学⽣陸上競技対校選⼿権（⽇本インカレ）、関⻄学⽣新⼈
10 ⽉：関⻄学⽣陸上競技種⽬別選⼿権
11 ⽉：関⻄学⽣対校駅伝（丹後⼤学駅伝）
12 ⽉：京都学⽣駅伝
2 ⽉： 合宿、⽇本選⼿権（室内）
3 ⽉： 学連競技会

部訓 ⼀流の競技者である前に、⼀流の⼈間であれ

⽉・⽕・⾦ /16：20 〜 18：30 ⽔ /14：40 〜 18：30 
⼟ /9：15 〜 12：30 ⽊曜⽇・⽇曜⽇ /OFF

活動⽇時

明⽯清⽔、網⼲、伊川⾕北、⽯部、⼤塚、岡⼭商科⼤附属、⼩笠、⼄訓、加古川南、
⿅児島、北⾒柏陽、岐⾩商業、倉敷中央、神⼾第⼀、⾦光学園、済美、作新学院、
就実、神港学園、須磨翔⾵、滝川第⼆、⿓野北、⽟野光南、⻑良、⻄脇⼯業、⽐叡⼭、
東⼤阪⼤敬愛、姫路市⽴姫路、姫路商業、姫路南、兵庫県⽴農業、広島⼯業⼤、北条、
松阪商業、三⽊、美濃加茂、社

部員出⾝校 （順不同・五⼗⾳順）

国際的に活躍する指導者が監督、⽇本代表選⼿がコーチ！科学的分析スタッフと⼒を合わせて、パフォーマンス向上を⽬指す！

2023 年度 49 名 ( ⼥：24 名 男：25 名 )
短距離：13 名、中・⻑距離：8 名、跳躍：21 名、七種競技：3 名、
投てき：1 名、マネージャー：3 名

部員数

短距離、中距離、⻑距離、ハードル、リレー、競歩、跳躍（⾛⾼跳、⾛幅跳、三段跳）、
投てき（砲丸投、円盤投、七種競技）

対応種⽬

※⼀部種⽬は安全上の観点から、施設利⽤に制限を設ける場合があります

競技会の結果や活動状況など、さまざまな情報を発信します。
応援宜しくお願いいたします！

第 106 回⽇本陸上競技選⼿権⼤会・室内競技
[ 男⼦ ]U20 三段跳 6 位 ( 初出場 )

第 39 回 U20 ⽇本陸上競技選⼿権⼤会
[ 男⼦ ] 三段跳 4 位 (2 年連続出場 )

⽇本グランプリシリーズ グレード 1 Yogibo Athletics Challenge Cup 2023
[ ⼥⼦ ]4×100m リレー 3 位 ( 初出場 )

⽇本グランプリシリーズ グレード 2 富⼠北麓ワールドトライアル 2023
[ ⼥⼦ ] 三段跳 ( 初出場 )

⽇本グランプリシリーズ グレード 2 エディオンディスタンスチャレンジ in ⼤阪 2023
[ 男⼦ ]5000m( 初出場 ) 2 名

⽇本グランプリシリーズ グレード 3 2023 ⽔⼾招待陸上
[ ⼥⼦ ]100m( 初出場 )B 決勝 7 位  [ 男⼦ ]100m( 初出場 )B 決勝 7 位

第 92 回⽇本学⽣陸上競技対校選⼿権⼤会
[ ⼥⼦ ]100m ハードル ( 個⼈種⽬初出場 )/4x100m リレー (2 年連続出場 )

第 76 回⻄⽇本学⽣陸上競技対校選⼿権⼤会
[ ⼥⼦ ] ⾛幅跳 6 位 / 三段跳 8 位 [ 男⼦ ]5000m 2 位 /10000m 4 位

第 100 回関⻄学⽣陸上競技対校選⼿権⼤会
[ ⼥⼦ 1 部 ]100m ハードル 7 位 /4×100m リレー 6 位 / ⾛幅跳 5 位
[ 男⼦ 2 部 ]200m 6 位 /5000m 優勝 /3000m 障害 3 位 /4×100m リレー

4 位 / ⾛幅跳 8 位 / 三段跳 4 位・5 位

2023 関⻄学⽣陸上競技種⽬別選⼿権⼤会
[ ⼥⼦ ]100m ハードル 3 位 / 三段跳 2 位 / ⾛幅跳 4 位
[ 男⼦ ]5000m 3 位 / 男⼦ 4×100m リレー B 決勝 2 位

2023 関⻄学⽣新⼈陸上競技選⼿権⼤会
[ ⼥⼦ ] ⾛幅跳 優勝・4 位 /100m ハードル 7 位 /4x100m リレー 3 位
[ 男⼦ ]1500m 3 位 /5000m 8 位 / ⾛⾼跳 3 位 / 三段跳 6 位

第 88 回岐⾩県陸上競技選⼿権⼤会
[ ⼥⼦ ] 三段跳 優勝 / ⾛幅跳 2 位 [ 男⼦ ] ⾛⾼跳 6 位

第 91 回兵庫陸上競技選⼿権⼤会
[ ⼥⼦ ]100m 8 位 /100m ハードル 4 位 /4x100mリレー 6 位 / ⾛幅跳 5 位
[ 男⼦ ] 優勝・5 位・6 位

第 91 回近畿陸上競技選⼿権⼤会
[ ⼥⼦ ] ⾛幅跳 5 位 /100m ハードル 8 位
第 77 回中国陸上競技選⼿権⼤会
[ ⼥⼦ ] 三段跳 2 位 / ⾛⾼跳 7 位

第 77 回広島県陸上競技選⼿権⼤会
[ ⼥⼦ ] 三段跳 2 位

第 69 回岡⼭県陸上競技選⼿権⼤会
[ ⼥⼦ ] ⾛⾼跳 2 位 / 七種競技 優勝・2 位

第 78 回愛媛陸上競技選⼿権⼤会
[ ⼥⼦ ] ⾛幅跳 5 位 / 三段跳 4 位
第 77 回⾼知県陸上競技選⼿権⼤会
[ 男⼦ ] ⾛⾼跳 3 位
第 78 回⿅児島県陸上競技選⼿権⼤会
[ ⾛幅跳 ] 優勝

第 78 回九州陸上競技選⼿権⼤会
[ ⼥⼦ ] ⾛幅跳 5 位

スポーツ/ 吹奏楽特待⽣選抜 陸上競技部 SNS

関⻄福祉⼤学 学内グラウンド トレーニングルーム・ クラブハウスサブグラウンド

STAFF スタッフ

INTERVIEW

主将インタビュー

私は、特待⽣制度や跳躍専⾨の監督がいる事
で興味を持ち、この⼤学を選びました。
年 ⼈々数も増えていき、チーム全体のレベルも
上がっていますが、監督が⼀⼈ひとりとしっかりと
コミュニケーションを取り、それぞれにアドバイスや指導をしてくださるので、毎⽇質
の⾼い練習ができていると感じています。また、監督が⼤学教員でもあるため、部
活動⾯以外での⼤学⽣活や就職活動についての相談にものっていただいています。
スポーツを続けてきた⼈特有の悩みである、競技引退後のキャリアまでしっかりと⼀
緒に考えていただけるので、そのような点が強みだと感じます。

岸下 美⽉さん
（⼤阪府⽴⼤塚⾼等学校 出⾝）

社会福祉学科 4 年

選⼿インタビュー

僕は特待⽣制度や⼊学前に練習に参加させて
いただいた際に学⽣と指導者の距離の近さに
魅⼒を感じ、⼊学を決めました。跳躍専⾨の
監督がいらっしゃり、練習中や試合後などに
⾃分の動作の反省や意⾒に対して的確なアドバイスをいただける、意⾒を⾔い合え
る関係でコミュニケーションをしっかり取れ、学⽣と監督の考えが⼀致するというの
が1番の強みだと感じています。僕はこの意⾒交換し合える関係というのが、モチベー
ションの維持や試合でのパフォーマンス向上に繋がっています。現在は⾃⼰ベストの
更新、⽇本選⼿権出場、⽇本インカレ⼊賞を視野に練習に励んでいます。

末藤 唯⼈さん
（⼤阪府⽴⼤塚⾼等学校 出⾝）

社会福祉学科 3 年

インタビュー

【主な指導歴】
東海⼤学陸上競技部 跳躍（混成）コーチ (2011-2018) 
⽇本陸上競技連盟 ⼥⼦⾛幅跳オリンピック強化スタッフ (2016-2021) 
⽇本オリンピック委員会 強化スタッフ (2017-2022)

【専⾨領域】
コーチング学

熊野 陽⼈
博⼠（体育学）、社会福祉学科 准教授

監 督

【主な指導歴】
国⽴スポーツ科学センター 契約研究員 (2015-2019)
⽇本陸上競技連盟 科学委員 (2019-2022)

【専⾨領域】
スポーツバイオメカニクス

⼤沼 勇⼈
博⼠（体育学）（外部協⼒者）

バイオメカニスト

⼩⻄ 貴之 所属：こにし鍼灸院（外部協⼒者）

トレーナー

⾕⼝ 泰司 修⼠（社会学）、社会福祉学科 教授

顧 問

星野 圭司 事務局 職員

副顧問

【主な経歴】
セイコーゴールデングランプリ 男⼦⾛幅跳 優勝 (2023) 
ブダペスト世界陸上 男⼦⾛幅跳 ⽇本代表 (2023)

【⾃⼰記録】
⾛幅跳 8m26（⽇本歴代 3 位）、100m 10” 31

吉⽥ 弘道
所属：Gulliver（外部協⼒者）

コーチ

InstagramＸ（旧 twitter）




